
評書

井
上
正
也
著

『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』

鹿

雪
　
螢

　
本
書
は
、
著
者
が
二
〇
〇
九
年
一
月
に
神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に

提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
「
台
湾
問
題
と
戦
後
日
本
の
中
国
外
交
i
『
二

つ
の
中
国
』
を
め
ぐ
る
構
想
と
政
策
、
一
九
五
一
－
一
九
七
二
年
」
を
加
筆

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
で
八
章
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
前
に
序

論
が
置
か
れ
て
い
る
。
序
論
で
は
、
日
本
政
府
の
中
国
政
策
の
形
成
過
程
と
、

中
国
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
過
程
の
双
方
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
B
中

国
交
正
常
化
に
至
る
臼
本
外
交
の
全
体
像
を
描
く
と
い
う
本
書
の
狙
い
が
述

べ
ら
れ
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
国
交
正
常
化
に
至
る
戦
後
日
中
関
係
を
対
象
に
し
た
研
究
は
、
人
物
、
政

策
決
定
過
程
、
日
中
貿
易
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
優
れ
た
先
行
研
究
が
行
な

わ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
の
は
日
中
関
係
に
お
け
る
民
間
の
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

割
を
重
視
す
る
「
友
好
史
観
」
に
基
づ
く
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
主
張

は
、
戦
後
日
中
関
係
に
お
い
て
、
米
国
の
中
国
敵
視
政
策
と
日
本
政
府
の

「
対
米
追
随
」
に
よ
っ
て
、
日
中
両
国
の
正
常
関
係
へ
の
発
展
が
妨
げ
ら
れ

て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
阻
害
要
因
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
友
好
人
士
」
に
よ
る

運
動
に
よ
っ
て
、
国
交
正
常
化
を
可
能
と
す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
～
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
国
際
政
治
学
に
基
づ
く
実
証
分
析

　
　
　
②

が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
国
際
構
造
と
日
本
の
接
点
に
着
目
し
、

日
本
外
交
の
構
造
的
制
約
か
ら
、
戦
後
B
中
関
係
の
変
化
の
要
因
を
明
ら
か

に
し
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
偏
向
か
ら
距
離
を
置
き
、
日
本
の
対
中
国
外
交

の
門
客
観
的
」
な
分
析
を
確
立
し
た
点
で
こ
れ
ら
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
が
、
秩
序
転
換
期
に
お
け
る
日
本
外
交
の
戦
略
的
・
軍
事
的
思
考
の

欠
如
を
批
判
す
る
点
で
は
、
「
友
好
史
観
扁
と
視
座
を
共
有
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
、
米
英
両
国
の
外
交
文
書
の
公
開
の
進
展
を
受
け
て
、
皿
九

五
〇
年
代
の
日
本
の
中
国
政
策
を
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
研
究
が

登
場
し
た
。
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
陳
肇
斌
の
咽
戦
後
日
本
の
中
国
政

策
二
九
五
〇
年
代
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
文
脈
騙
（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
〇
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
書
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
歴
代
政
権

が
一
貫
し
て
「
一
ろ
の
中
国
」
政
策
（
す
な
わ
ち
、
国
民
政
府
を
「
台
湾
の

政
府
扁
と
し
て
承
認
し
た
ま
ま
で
、
「
中
国
の
政
府
」
と
し
て
の
人
民
政
府

と
の
外
交
関
係
を
最
終
的
に
も
っ
こ
と
）
を
取
っ
て
い
た
と
主
張
す
る
。
以

後
、
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
と
い
う
分
析
概
念
を
一
九
六
〇
年
代
に
も
適
用

す
る
こ
と
で
日
田
国
交
正
常
化
へ
の
道
程
を
描
こ
う
と
す
る
研
究
も
登
場
し
、

こ
れ
を
批
判
的
に
捉
え
、
池
田
・
佐
藤
政
権
期
の
中
国
政
策
の
分
析
を
精
緻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

化
す
る
試
み
も
進
展
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
の
著
者
は
、
①
従
来
の
研
究
で
は
、
五
〇
年
代
の

外
交
が
「
戦
略
的
一
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ
米
中
接
近
に
際
し
て
、
日
本

が
戦
略
的
に
振
る
舞
え
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
十
分
に
答
え
ら
れ
て

い
な
い
、
②
三
つ
の
中
国
」
政
策
と
い
う
分
析
概
念
は
、
日
本
政
府
の
戦

略
性
や
政
策
の
～
貫
性
を
過
度
に
強
調
す
る
反
面
、
日
本
政
府
内
部
の
中
国

政
策
を
め
ぐ
る
多
元
性
を
捨
象
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
日
本
の
対
中
国
外

交
の
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
十
分
に
捉
え
き
れ
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
点
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を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
日
本
の
対
中
国
外
交
の
核
心
で
あ
っ
た
台
湾
問

題
に
分
析
の
焦
点
を
あ
て
、
国
内
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
着
目
す
る
、
と

い
う
分
析
視
座
を
提
示
す
る
。
分
析
の
際
、
著
者
は
日
本
政
府
に
よ
る
台
湾

問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
形
成
の
担
い
手
と
し
て
、
外
務
省
の
中
国
専
門
家

の
役
割
に
着
目
し
、
と
り
わ
け
、
政
策
決
定
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
、
外
務

宮
僚
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
く
構
想
〉
が
、
い
か
に
政
府
と
し
て
遂
行
さ
れ

る
〈
政
策
〉
に
結
実
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。

　
本
書
の
章
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
論
　
戦
後
日
本
外
交
に
お
け
る
中
国

第
一
章
　
中
国
問
題
の
起
源

　
　
　
　
－
「
現
実
政
治
」
と
「
法
理
」
の
は
ざ
ま
で
　
一
九
五
～

　
　
　
　
　
　
　
～
～
九
五
二
年
一

二
二
章
　
講
和
後
日
本
の
中
国
政
策
の
試
行

　
　
　
　
一
「
逆
浸
透
」
・
「
平
和
攻
勢
」
・
讐
政
経
分
離
」
　
一
九
五

　
　
　
　
　
　
　
二
～
一
九
五
八
年

第
三
章
　
国
連
中
国
代
表
問
題
と
日
本
外
交

　
　
　
　
－
「
二
つ
の
中
国
軍
論
の
模
索
　
一
九
五
四
～
一
九
六
四

　
　
　
　
　
　
　
↑

第
四
章
　
日
中
民
間
貿
易
と
台
湾
問
題

　
　
　
　
i
」
丁
貿
易
体
制
の
成
立
と
自
民
党
政
治
　
一
九
五
八
～

　
　
　
　
　
　
　
…
九
六
四
年
一

旗
五
章
　
佐
藤
政
権
初
期
の
中
国
政
策
再
考

　
　
　
　
一
対
中
国
緊
張
緩
和
の
挫
折
　
一
九
六
四
～
一
九
六
五
年

第
六
章
　
佐
藤
政
権
の
対
国
府
政
策
と
日
中
関
係

　
　
　
　
　
　
「
反
共
外
交
」
と
「
経
済
開
発
」
の
は
ざ
ま
で
　
一
九

　
　
　
　
　
　
　
六
四
～
一
九
六
五
年
i
一

悪
七
章
　
米
中
接
近
と
日
本
の
中
国
政
策

　
　
　
　
　
　
　
モ
さ
グ
ス
　
ヴ
イ
ヴ
エ
ン
デ
イ

　
　
　
　
　
　
「
暫
定
協
　
定
職
を
求
め
て
　
一
九
六
九
～
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
一
年
一

第
八
章
　
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
と
台
湾
問
題

　
　
　
　
　
　
一
九
七
一
～
一
九
七
二
年
一
1

結
論
　
日
中
国
交
正
常
化
と
は
何
だ
っ
た
の
か

以
下
、
本
書
の
構
成
に
従
っ
て
、
各
章
の
内
容
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

二

　
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
吉
田
茂
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
吉
田
外
交
の
一
定
の

独
自
性
と
戦
略
性
を
強
調
す
る
解
釈
と
、
吉
田
外
交
を
否
定
的
に
捉
え
、
そ

の
従
属
的
側
爾
や
、
吉
田
の
復
古
的
側
面
を
指
摘
す
る
解
釈
と
に
わ
け
ら
れ

て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
著
者
は
近
年
公
開
さ
れ
た
日
本
国
史
料
を
駆
使
し
、

吉
田
書
簡
（
な
お
、
同
書
は
「
吉
田
書
翰
」
と
表
記
し
て
い
る
。
以
下
同
）

の
送
付
か
ら
日
華
平
和
条
約
交
渉
に
至
る
ま
で
の
日
本
政
府
の
政
策
展
開
を

再
検
証
す
る
。
そ
の
際
、
著
者
は
、
吉
田
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
政
策
形
成

に
与
え
た
影
響
に
集
中
し
て
き
た
先
行
瑚
究
の
関
心
を
踏
ま
え
、
外
務
省
事

務
当
局
の
政
策
過
程
に
も
着
目
し
、
従
来
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
国
政

策
の
形
成
を
め
ぐ
る
事
務
当
局
と
吉
田
と
の
相
互
作
用
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
期
の
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
吉
田
外
交
の
性

格
を
再
考
す
る
。
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評書

　
第
二
章
で
は
、
講
和
条
約
発
効
後
か
ら
長
崎
国
旗
事
件
に
よ
る
日
中
交
流

全
面
断
絶
に
至
る
ま
で
の
日
本
政
府
の
中
国
政
策
の
変
遷
を
検
証
す
る
。
先

行
研
究
は
、
し
ば
し
ば
、
～
九
六
〇
年
代
以
降
に
定
着
し
た
「
政
経
分
離
」

と
「
政
経
不
可
分
」
の
対
立
構
図
を
、
こ
の
時
期
の
中
国
政
策
に
投
影
し
が

ち
で
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
政
府
当
局
者
は
、
当
初
か
ら
日
中
関

係
を
「
政
経
分
離
」
に
よ
っ
て
戦
略
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
と
二
面
は
主
張
し
、
「
政
経
分
離
」
路
線
が
定
着
し
て
い
く
過

程
と
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
日
本
の
政
策
決
定
者
の
対
中
関
与
の
論
理
変
遷

を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
三
章
で
は
、
国
際
的
に
「
二
つ
の
中
国
」
論
が
台
頭
す
る
な
か
で
の
日

本
の
対
応
を
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
金
壷
に
分
析
す
る
。
～
九
五
〇
年

代
後
半
か
ら
日
本
政
府
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
解
決
を
通
じ
て
、
台

湾
の
法
的
帰
属
を
確
定
さ
せ
、
「
二
つ
の
中
国
」
論
を
前
提
と
し
た
日
中
関

係
の
打
開
を
志
向
し
、
そ
の
旗
振
り
を
欧
州
諸
国
に
委
ね
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
政
府
も
台
湾
政
府
も
「
二
つ
の
中
国
」
を
容
認
し

得
な
い
上
、
欧
州
諸
国
も
「
二
つ
の
中
国
」
を
率
先
し
て
推
進
す
る
政
治
リ

ス
ク
を
負
う
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
政
府
の
試
み
が
不
本
意

な
結
果
に
終
わ
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
四
章
で
は
、
池
田
政
権
期
の
臼
申
貿
易
再
編
過
程
を
論
じ
る
と
同
時
に
、

中
国
政
府
と
国
民
政
府
の
対
日
戦
略
と
日
本
国
内
の
政
局
が
連
動
し
て
、
自

民
党
親
中
国
派
と
親
台
湾
派
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

著
者
は
、
自
民
党
親
中
国
派
の
努
力
が
、
日
中
貿
易
の
発
展
を
促
進
し
た
日

中
L
T
貿
易
協
定
の
締
結
に
結
実
し
た
過
程
を
描
い
た
。
ま
た
国
民
政
府
と

自
民
党
親
台
湾
派
が
連
携
し
て
、
日
中
貿
易
の
妨
げ
と
な
っ
た
第
二
次
吉
田

書
簡
を
引
き
出
さ
せ
た
過
程
を
分
析
す
る
。

　
第
五
章
と
第
六
章
で
は
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
佐
藤
栄
作
の
対
中
国
姿

勢
を
め
ぐ
る
通
説
の
修
正
を
試
み
、
佐
藤
政
権
期
の
対
中
国
外
交
を
再
検
討

す
る
。

　
第
五
章
で
は
、
著
者
は
ま
ず
佐
藤
の
中
国
軍
の
形
成
を
分
析
し
、
次
に
佐

藤
政
権
が
中
国
政
府
と
国
民
政
府
の
二
つ
の
政
権
と
の
関
係
構
築
を
模
索
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
対
中
国
接
近
策
の
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
①
池

田
政
権
期
ま
で
見
ら
れ
た
台
湾
の
法
的
分
断
化
に
よ
る
「
二
つ
の
中
国
」
論

で
は
な
く
、
政
権
初
期
か
ら
＝
つ
の
中
国
、
二
つ
の
政
府
」
を
前
提
に
し

て
い
た
、
②
日
中
民
間
貿
易
の
枠
内
に
留
ま
っ
た
池
田
政
権
と
は
対
照
的
に
、

佐
藤
は
、
自
民
党
幹
部
に
よ
る
政
治
工
作
に
加
え
て
、
大
使
級
協
議
や
閣
僚

級
協
議
の
提
案
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
政
経
分
離
」
か
ら
一
歩
進
め
る
こ

と
を
講
益
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
藤
政
権
の
試
み
は
、

①
国
民
政
府
を
申
国
の
正
統
政
権
と
す
る
政
策
を
継
続
す
る
一
方
で
、
中
国

政
府
と
の
当
面
の
政
治
対
話
の
み
を
模
索
し
た
、
②
国
連
正
雀
代
表
権
問
題

や
、
プ
ラ
ン
ト
輸
出
問
題
と
い
っ
た
個
別
の
施
策
に
関
わ
る
分
野
に
お
い
て

中
国
側
に
段
階
的
な
緩
和
措
置
を
取
れ
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
限
界
を
内
包

し
た
以
上
、
佐
藤
政
権
が
提
示
し
た
政
治
対
話
が
、
中
国
側
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
可
能
性
は
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。

　
そ
れ
に
続
く
第
六
章
で
は
、
著
者
は
ま
ず
池
田
政
権
末
期
か
ら
佐
藤
政
権

に
か
け
て
の
台
湾
向
け
円
借
款
問
題
を
と
り
あ
げ
、
円
借
款
協
定
の
成
立
過

程
を
描
く
。
次
い
で
、
日
中
関
係
の
冷
却
化
、
佐
藤
訪
台
、
沖
縄
返
還
交
渉

と
「
台
湾
条
項
」
の
成
立
過
程
と
い
っ
た
、
台
湾
に
対
す
る
佐
藤
政
権
の
政

策
展
開
を
分
析
し
、
そ
れ
が
日
中
関
係
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ

る
。　

第
七
章
で
は
、
従
来
「
戦
略
な
き
日
本
外
交
」
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
米
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中
接
近
下
で
の
日
本
外
交
を
再
検
証
す
る
こ
と
で
、
佐
藤
政
権
が
模
索
し
た

台
湾
問
題
の
「
暫
定
合
意
」
と
そ
の
内
在
的
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
著
者
は
ま
ず
、
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
内
外
の
動
き
に
対
応
し
て
、
佐
藤
政

権
が
政
府
間
接
触
を
求
め
、
外
務
省
で
も
全
省
体
制
で
、
中
国
政
策
の
再
検

討
が
開
始
さ
れ
た
経
緯
を
分
析
し
、
佐
藤
政
権
の
台
湾
問
題
に
対
す
る
非
妥

協
的
姿
勢
と
、
中
国
政
府
の
対
日
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
継
続
を
勘
案
す
れ

ば
、
米
神
接
近
に
先
立
ち
、
日
中
交
渉
が
具
体
化
す
る
可
能
性
は
薄
か
っ
た

と
指
摘
す
る
。
次
に
、
佐
藤
政
権
の
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
対
す
る
対
応

を
描
き
、
佐
藤
避
難
に
と
っ
て
、
日
中
関
係
の
打
開
に
動
く
に
あ
た
り
、
国

民
政
府
の
國
連
議
席
の
確
保
が
最
重
要
問
題
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
か

っ
た
が
、
国
連
中
國
代
表
権
の
決
定
と
国
民
政
府
の
国
連
脱
退
に
よ
り
、
国

連
中
国
代
表
権
問
題
に
対
す
る
佐
藤
政
権
の
政
策
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
す

る
。　

第
八
章
で
は
、
臼
華
断
交
論
が
政
府
内
で
支
持
を
広
げ
て
い
く
過
程
を
検

証
し
、
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
を
通
じ
て
、
台
湾
問
題
を
め
ぐ
る
合
意
が
成

立
し
た
過
程
を
検
証
す
る
。
そ
の
際
、
田
中
政
権
の
み
な
ら
ず
、
従
来
見
過

ご
さ
れ
て
き
た
佐
藤
政
権
末
期
の
中
国
政
策
の
展
開
に
も
着
目
す
る
こ
と
で
、

よ
り
広
範
な
文
脈
か
ら
、
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
台

湾
問
題
の
処
理
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

　
著
者
は
ま
ず
、
米
中
接
近
を
受
け
て
、
佐
藤
政
権
の
日
中
交
渉
の
開
始
に

む
け
た
努
力
と
そ
の
挫
折
の
全
貌
を
分
析
し
、
次
に
田
中
政
権
に
お
け
る
日

中
国
交
正
常
化
交
渉
に
む
け
た
姿
勢
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
B
華
平
和
条

約
と
戦
争
状
態
終
結
問
題
を
め
ぐ
る
日
中
双
方
の
攻
防
と
妥
結
の
過
程
を
分

析
す
る
。
日
台
関
係
に
関
し
て
は
、
日
本
側
は
日
中
国
交
正
常
化
に
際
し
て
、

日
本
と
国
民
政
府
と
の
外
交
関
係
を
切
る
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
に
、
日
華

平
和
条
約
の
締
結
以
来
、
日
本
の
中
国
外
交
の
課
題
で
あ
っ
た
台
湾
問
題
は

～
つ
の
結
末
を
迎
え
、
戦
後
日
本
外
交
の
長
ら
く
目
標
と
さ
れ
て
き
た
日
中

国
交
正
常
化
が
果
さ
れ
た
と
す
る
。

　
最
後
の
「
結
論
」
に
お
い
て
、
著
者
は
日
中
国
交
正
常
化
に
際
し
て
、
最

大
の
争
点
で
あ
る
台
湾
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
①
台
湾
を
中
国
の
一
部
と
す

る
申
国
側
の
主
張
を
棚
上
げ
し
た
形
で
、
中
国
政
府
と
の
関
係
構
築
を
模
索

し
た
、
②
国
民
政
府
を
「
台
湾
の
政
府
」
と
し
て
自
由
陣
営
に
留
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
西
側
諸
国
と
政
策
協
調
を
し
た
、
と
い
う
日
本
政
府
内
で

構
想
さ
れ
た
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
最
終
的
に
挫
折
に
終
わ
っ
た
原
因
を
分

析
し
、
日
中
国
交
正
常
化
に
対
し
て
評
価
を
下
し
て
い
る
。

三

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
次
に
本
書
の
特
徴
を
挙
げ
な

が
ら
、
個
別
の
論
点
及
び
本
書
の
意
義
に
対
す
る
評
者
の
意
見
を
述
べ
て
い

き
た
い
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
台
湾
問
題
の
重
要
性
や
国
内
政
治
と
の
相
互
連
関
を
再

評
価
し
、
友
好
史
観
、
外
的
衝
撃
論
、
「
二
つ
の
中
郷
」
政
策
論
な
ど
の
通

説
の
修
正
に
せ
ま
る
と
と
も
に
、
激
し
い
外
交
闘
争
と
和
解
の
模
索
の
術
面

か
ら
そ
の
政
策
過
程
を
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
後
か
ら
日
中
国
交
正
常
化
に
至
る
ま
で
の
二
〇
年
の
歴
史
的
交
渉
の
新
た

な
全
体
像
を
描
き
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
主
な
成
果
を
評
者
な
り
に
整

理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
～
章
で
の
検
証
を
通
じ
て
、
著
者
は
解
釈
の
対
立
す
る
先
行
研
究
の
整

合
を
試
み
た
。
つ
ま
り
、
①
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
英
米
対
立
に
直
面
し
た
吉

田
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
「
等
距
離
外
交
」
に
よ
っ
て
将
来
の
日
本
の
中
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評
Pit

口

国
政
策
に
有
利
な
地
位
を
確
立
す
る
と
い
う
戦
略
的
発
想
よ
り
も
、
中
国
問

題
の
紛
糾
が
、
い
か
に
講
和
条
約
成
立
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か

と
い
う
配
慮
に
あ
っ
た
。
②
こ
の
時
期
の
吉
田
政
権
の
立
場
が
、
＝
つ
の

中
国
」
か
「
二
つ
の
中
国
」
で
あ
っ
た
か
と
す
る
議
論
が
、
吉
田
に
と
っ
て

本
質
的
な
問
題
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
吉
田
や
事
務
当
局
に
と
っ
て
重
要

だ
っ
た
の
は
、
日
中
関
係
の
形
態
を
決
定
す
る
よ
り
も
、
不
透
明
な
状
況
の

中
で
将
来
の
選
択
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
中
国
問

題
に
お
け
る
非
決
定
の
決
定
が
、
吉
田
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
③
日
華
平
和
条

約
の
締
結
に
至
る
政
治
過
程
に
お
い
て
、
吉
田
政
権
が
一
貫
し
た
戦
略
を
抱

い
て
い
た
の
で
は
な
く
、
台
北
の
交
渉
団
と
外
務
本
省
の
対
立
や
、
政
府
内

の
見
解
の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
。
④
従
来
の
研
究
で
は
、
吉
田
書
簡
に
も

引
用
さ
れ
た
「
中
華
民
国
国
民
政
府
の
支
配
下
に
現
に
あ
り
、
又
は
今
後
入

る
べ
き
す
べ
て
の
領
域
」
と
い
う
適
用
範
囲
表
現
の
最
初
の
発
案
者
を
め
ぐ

っ
て
、
国
民
政
府
の
役
割
を
重
視
す
る
説
と
、
米
国
務
省
を
発
案
者
と
す
る

説
の
二
つ
の
見
解
に
分
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
葉
公
図
外
交
部
長
と
の

会
談
を
ふ
ま
え
た
ラ
ン
キ
ン
駐
華
大
使
臨
時
代
理
の
発
案
を
国
務
省
が
許
可

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
章
の
分
析
は
日
本
側
の
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
手
堅
く
、
と
く
に
吉
田

書
簡
の
形
成
過
程
と
日
華
平
和
条
約
締
結
交
渉
過
程
に
お
け
る
台
北
の
交
渉

団
と
外
務
本
省
の
対
立
や
、
政
府
内
の
見
解
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
著
者

の
作
業
は
積
極
的
に
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
そ
も
そ
も
吉
田
書

簡
は
ダ
レ
ス
の
圧
力
に
屈
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
吉
田
の
本

意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
意
見
が
分
れ
て
お

り
、
吉
田
外
交
に
つ
い
て
も
、
対
中
国
外
交
の
余
地
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
、

対
米
追
随
な
の
か
に
お
い
て
意
見
の
相
違
が
あ
る
が
、
著
者
は
基
本
的
に
は

後
者
の
主
張
に
賛
同
す
る
立
場
に
あ
た
る
。

　
第
二
章
で
は
、
著
者
は
「
政
経
分
離
」
に
つ
い
て
新
た
な
認
識
を
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
講
和
条
約
の
発
効
か
ら
日
中
断
絶
に
至
る
ま
で
の
日
中
関

係
は
、
「
政
経
分
離
」
と
「
政
経
不
可
分
扁
と
い
っ
た
圃
定
化
さ
れ
た
対
立

軸
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
行
研
究
で
「
政
経
分
離
」
の
祖
と
さ
れ

る
吉
田
茂
は
、
日
申
貿
易
の
必
要
性
を
主
張
し
続
け
た
が
、
そ
れ
は
「
経
済

外
交
」
の
論
理
よ
り
も
、
共
産
党
政
権
の
体
制
転
覆
を
も
視
野
に
入
れ
た

「
政
治
攻
勢
」
の
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
鳩
山
政
権
下
で
の
「
政
経

分
離
扁
と
は
、
拡
大
す
る
日
中
民
聞
交
流
と
、
米
国
の
冷
戦
政
策
の
狭
間
に

置
か
れ
た
消
極
的
選
択
に
過
ぎ
ず
、
日
本
側
に
よ
る
主
体
的
な
「
政
経
分

離
」
路
線
は
、
石
橋
政
権
に
そ
の
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
岸
政
権
に

お
い
て
明
確
な
外
交
方
針
と
し
て
定
着
し
た
と
す
る
。
日
本
政
府
の
「
政
経

分
離
」
路
線
の
変
容
と
論
理
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
お
い
て
は
高
く
評
価
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
先
行
研
究
へ
の
再
評
価
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、

吉
田
茂
の
中
国
「
逆
浸
透
」
構
想
が
強
調
さ
れ
過
ぎ
る
嫌
い
が
あ
り
、
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
著
者
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
①
「
二
つ
の
申
国
」
論
へ
の
再
評
価
に
つ
い
て
。
「
二
つ
の
中
国
」
論
は
、

鳩
山
政
権
末
期
か
ら
石
橋
政
権
期
に
か
け
て
、
外
務
省
内
に
も
徐
々
に
浸
透

し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
体
系
的
な
〈
政
策
〉
と
し
て
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

な
か
っ
た
。
一
九
六
一
年
の
池
田
政
権
に
よ
る
中
国
政
策
再
検
討
で
は
、
国

連
申
国
代
表
問
題
を
通
じ
て
、
台
湾
の
法
的
帰
属
の
確
定
を
本
格
的
に
働
き

掛
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
「
二
つ
の
中
国
扁
論
が
、
吉
田
以
来
の
日
米
欧

提
携
の
理
念
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
申
国
問
題
を
め
ぐ
る
池
田
外
交
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が
始
動
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
吉
田
内
閣
で
は
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
を

と
っ
て
い
た
と
い
う
陳
肇
斌
の
主
張
を
覆
す
新
し
い
見
方
で
あ
り
、
日
本
政

府
の
対
中
国
外
交
へ
の
分
析
に
お
け
る
新
視
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
②
国
連
に
お
け
る
申
国
代
表
権
問
題
の
表
決
を
、
国
連
総
会
に
お
い
て
三

分
の
二
以
上
の
得
票
を
必
要
と
す
る
「
重
要
事
項
」
に
指
定
す
る
重
要
事
項

指
定
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
、
日
本
の
発
案
で
あ
っ
た
と
日
本
政
府
関
係

者
の
回
顧
録
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
が
一
次
史
料
に

記
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
著
者
は
米
国
の
国
務
省
史
料
に
依
拠
し
て
、
重

要
事
項
指
定
案
に
よ
っ
て
乗
り
切
る
こ
と
を
最
初
に
主
張
し
た
の
は
日
本
で

は
な
く
国
民
政
府
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
第
四
章
の
自
民
党
親
中
国
派
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
評
者
の
関
心
を
も
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
拙
著
『
古
井
喜
実
と
中
国
　
　
日
中
国
交
正
常

化
へ
の
道
騙
（
申
文
閣
出
版
、
二
〇
＝
年
～
○
月
）
の
中
で
も
扱
っ
た
。

本
章
で
は
、
自
民
党
親
中
国
派
と
親
台
湾
派
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
先

行
研
究
に
示
さ
れ
て
い
る
事
実
と
は
基
本
的
に
変
り
は
な
く
、
目
新
し
い
議

論
と
は
い
え
な
い
が
、
著
者
は
日
台
の
一
次
史
料
を
駆
使
し
て
、
吉
田
訪
台

と
第
二
次
吉
田
書
簡
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。

　
第
五
章
～
七
章
で
は
、
著
者
は
佐
藤
政
権
の
台
湾
問
題
を
含
め
た
日
中
関

係
の
打
開
策
、
中
国
政
策
の
内
容
、
及
び
佐
藤
の
構
想
が
最
終
的
に
挫
折
に

終
わ
っ
た
原
因
を
再
検
証
し
た
が
、
著
者
が
「
反
共
外
交
」
を
志
向
す
る
自

民
党
親
台
湾
派
と
、
外
務
省
と
の
闘
で
存
在
し
た
対
国
府
政
策
を
め
ぐ
る
対

立
に
注
團
し
た
こ
と
（
第
五
章
）
、
外
務
省
内
に
お
け
る
ア
ジ
ア
局
中
国
課

と
国
際
資
料
部
の
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
に
注
目
し
た
こ
と
（
第
七

章
）
な
ど
、
大
変
自
新
し
い
論
点
が
多
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ

ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
佐
藤
晋
「
佐
藤
政
権
期
の
ア
ジ
ア
政
策
」
、

池
田
直
隆
隅
日
米
関
係
と
「
二
つ
の
中
国
」
　
　
池
田
・
佐
藤
・
田
中
内
閣

期
』
な
ど
に
お
い
て
も
分
析
さ
れ
て
お
り
、
も
う
す
こ
し
整
理
さ
れ
て
も
よ

か
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
、
本
書
に
お
い
て
は
雷
及
さ

れ
て
い
な
い
。

　
第
八
章
で
著
者
は
、
①
日
中
国
交
正
常
化
に
お
け
る
「
政
治
主
導
」
論
、

②
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
の
歴
史
的
評
価
を
再
考
し
た
。
そ
の
結
論
と
し
て
、

日
中
国
交
正
常
化
交
渉
が
短
期
間
に
妥
協
に
至
っ
た
理
由
は
、
田
中
や
大
平

の
「
政
治
主
導
」
に
帰
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ま
ず
指
摘
す
べ
き

は
、
佐
藤
政
権
末
期
の
政
策
の
変
化
で
あ
り
、
よ
り
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
、

中
国
政
府
の
対
日
政
策
の
転
換
で
あ
る
と
す
る
。
台
湾
問
題
の
処
置
を
含
め

た
日
中
国
交
正
常
化
に
対
す
る
評
価
を
下
す
に
は
、
政
府
首
脳
部
の
み
な
ら

ず
、
外
務
省
内
に
お
け
る
台
湾
問
題
に
対
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら

に
中
国
側
の
台
湾
問
題
に
対
す
る
対
応
の
変
化
を
分
析
し
た
こ
と
に
お
い
て

も
、
著
者
は
新
た
な
視
点
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
評
者
な
り
の
意
見
を
述
べ
て
き
た
。
著
者
は
日
中
関
係
史
に
お
け

る
通
説
の
再
検
討
を
意
識
し
、
日
、
米
、
台
の
史
料
を
可
能
な
限
り
博
捜
し

て
、
約
七
〇
〇
頁
に
及
ぶ
大
著
を
も
の
し
た
。
本
書
は
戦
後
の
日
中
関
係
に

つ
い
て
の
体
系
的
な
研
究
書
で
あ
る
が
、
同
時
に
日
中
国
交
正
常
化
へ
の
道

程
を
描
く
に
は
、
著
者
独
自
の
立
場
か
ら
台
湾
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
ま
た
、

日
本
政
府
内
部
の
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
多
元
性
に
注
目
し
、
日
本
政
府
が
、

様
々
な
代
替
可
能
性
を
模
索
し
つ
つ
も
、
構
造
的
制
約
と
内
在
的
限
界
に
直

面
し
て
、
選
択
肢
が
狭
隆
化
し
て
い
く
政
治
過
程
を
描
い
た
点
に
お
い
て
、

戦
後
日
中
関
係
史
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
本
書
で
は
、
台
湾
問
題
に
力
点
に
置
か
れ
た
た
め
に
、
日
本
の
対

中
外
交
に
対
す
る
国
民
政
府
の
対
応
を
詳
し
く
究
明
し
た
反
面
、
日
中
国
交

正
常
化
の
政
治
過
程
に
お
け
る
中
国
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
分

析
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
勿
論
、
申
國
側
史
料
公
開
の

制
限
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
B
中
国
交
正
常
化
の
過
程
に
対
す
る
研
究
は
、

日
本
政
府
の
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
政
府
の
対
応
と
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど

に
お
い
て
も
、
日
中
関
係
を
研
究
し
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
、
大
き
な
課
題

が
残
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
評
者
は
本
書
を
通
読
す
る
際
、
時
々
史
料
の
収
集
、
発
掘
に
著

者
が
は
ら
っ
て
お
ら
れ
た
な
み
な
み
な
ら
ぬ
努
力
、
著
者
の
謹
慎
な
研
究
態

度
と
手
堅
い
実
証
的
分
析
手
法
に
圧
倒
さ
れ
た
。
な
お
、
本
書
は
二
〇
一
一

年
度
第
三
三
回
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
も
本
書
の
意
義
と

価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
鞭
を
つ
け
て
下
さ

っ
た
著
者
の
後
に
続
く
も
の
と
し
て
、
日
申
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
①
　
例
え
ば
、
古
川
万
太
郎
咽
日
中
戦
後
関
係
史
』
（
原
轡
房
、
一
九
八
一
年
、
　

　
九
八
八
年
改
訂
）
、
同
『
日
中
関
係
ノ
ー
ト
㎞
（
三
省
堂
、
…
九
十
三
年
）
、
日
中

　
友
好
協
会
『
日
中
友
好
運
動
五
十
年
』
編
集
委
員
会
編
『
日
中
友
好
運
動
五
十

　
年
』
（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

②
例
え
ば
、
田
中
明
彦
『
日
中
関
係
一
九
四
五
～
一
九
九
〇
』
（
東
京
大
学
出

　
版
会
、
一
九
九
一
年
）
、
緒
方
貞
子
・
添
谷
芳
秀
三
層
戦
後
日
中
・
米
中
関
係
』

　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
、
添
谷
芳
秀
『
日
本
外
交
と
中
国
　
一
九

　
四
五
～
一
九
七
一
島
（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

③
例
え
ば
、
前
者
は
池
田
直
隆
隅
日
米
関
係
と
「
二
つ
の
中
国
」
1
池
田
・
佐

　
藤
・
田
中
内
閣
期
』
（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
四
年
）
、
後
者
は
佐
藤
晋
「
佐
藤
政
権
期

　
の
ア
ジ
ア
政
策
」
（
波
多
野
澄
雄
編
『
池
田
・
佐
藤
政
権
期
の
日
本
外
交
㎏
ミ
ネ

　
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
一
〇
〇
四
年
置
、
神
田
豊
隆
「
池
田
政
権
の
対
中
積
極
政
策
」
『
国

　
際
政
治
』
　
一
五
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
A
5
判
六
五
二
頁
　
索
引
＋
参
考
文
献
　
四
〇
頁
　
二
〇
～
○
年
一
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
定
価
八
八
二
〇
円
）

（
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
　
阿
三
社
大
学
客
員
耐
乏
員
）
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